
第１回 中部地方不法投棄対策連絡会 

 

 

平成 19 年９月 13 日（木） 

13 時 30 分～15 時 00 分 

於：中部地方環境事務所 

 

○議事次第 

 

１．開会（中部地方環境事務所） 

２．連絡会設置趣旨説明（中部地方環境事務所） 

３．対策事例紹介 

（１）国土交通省 不法投棄対策等の取り組みについて 

（関東・中部・近畿地方整備局） 

（２）海洋環境保全推進月間における啓発活動等の実施状況について 

（第四管区海上保安本部） 

（３）航空画像を利用した不法投棄等監視システムについて（岡崎市） 

（４）質疑応答 

４．来年の監視ウィークに向けた連携方策模索、意見交換 

（１）各県市からの提案 

（２）意見交換 

５．その他 

６．閉会 
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(お知らせ)

廃棄物対策に関する関係省庁連絡会議の設置及び開催結果について

平成19年２月５日（月）

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

企画課

直 通：03-5501-3152

課 長：紀村 英俊（内線 6811）

課長補佐：大熊 一寛（内線 6812）

産業廃棄物課適正処理・不法投棄対策室

直 通：03-5501-3157

室 長：牧谷 邦昭（内線 6881）

室長補佐：矢口 和博（内線 6883）

不法投棄対策については、これまで、廃棄物処理法の改正による規制強
化や「不法投棄撲滅アクションプラン（平成１６年６月１５日）」に基づく
取組等を実施してきたところである。さらに、ごみ不法投棄対策を国民運動
として推進できるよう関係各省庁の連携を強化するため、標記の関係省庁連
絡会議が設置され、本日、その第１回会議が開催された。

なお、この取組は、２月２日の安倍総理の指示（本文１参照）を受けた
ものである。

１ 背 景
去る２月２日の閣議後の閣僚懇談会において、ごみ不法投棄対策の推進につ

いて環境大臣及び総務大臣発言から発言があり、これを踏まえて安倍総理大臣
より関係省庁が連携して取り組むようにとの指示があった。これを受けて、標
記連絡会議が設置された。

２ 連絡会議の概要
（１）設置目的

循環型社会を構築し、不法投棄の撲滅を図るための廃棄物対策について、関
係行政機関相互の緊密な連携を確保し、円滑な推進を妨げる諸問題を検討する
とともに、その効果的な推進を図るため「廃棄物対策に関する関係省庁連絡会
議」を設置。

（２）構成
議長は内閣官房副長官補。構成員は別紙１のとおり。
庶務は環境省の協力を得て内閣官房で行う。

３ 第１回会議の概要
（１）日時 平成19年２月５日（月）午後２時１５分～２時４５分
（２）場所 内閣府本府３階特別会議室
（３）結果概要

標記連絡会議の設置が了承され、今後、関係省庁が連携して、不法投棄対
策の一層の取組を進めることとなった。

具体的には、まず関係省庁が協力して、本年の「全国ごみ不法投棄監視ウ
イーク」（５月３０日～６月５日）において、自治体との連携のもと、監視
パトロール、啓発活動等の取組を進め、その後、より幅広い不法投棄対策に
ついて検討していくこととなった。（別紙２参照）



別紙１

議 長 内閣官房副長官補

構成員 内閣官房内閣審議官

内閣府沖縄振興局長

警察庁生活安全局長

総務省大臣官房総括審議官

農林水産省大臣官房技術総括審議官

経済産業省産業技術環境局長

国土交通省総合政策局長

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長
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平成１９年３月２６日 

 

 

各都道府県知事 殿 
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「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」の実施について 

 

 

平素より環境行政の推進に格別の御協力をいただき厚く御礼申し上げます。 

廃棄物の不法投棄対策につきましては、数次にわたる廃棄物処理法の改正に

より、罰則の強化や排出事業者の責任強化等の規制強化を図るとともに、平成

１６年６月に策定した「不法投棄撲滅アクションプラン」に基づく幅広い取組

を推進してきましたが、今般、監視活動など不法投棄を発生させない環境づく

りをさらに強化していくための取組を進めていくことといたしました。 

その取組として、まず、別添実施要綱により５月３０日から６月５日を「全

国ごみ不法投棄監視ウィーク」として設定し、国、自治体、市民等が連携して、

具体的な監視活動や啓発活動を一斉に実施することにしました。 

つきましては、本取組の趣旨を御理解の上、各種事業の実施に御協力をいた

だくとともに、貴管下市町村及び関係団体に対しても周知、協力いただきます

ようよろしく御配意願います。 

 

 

 



平成１９年度「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」実施要綱 
 
 
１ 名 称  「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」 
 
 
２ 趣 旨 

   我が国においては、循環型社会形成推進基本法をはじめ各種のリサイクル法が制定

され、「大量生産・大量消費・大量廃棄」型の経済社会から脱却し、生産から流通、

消費、廃棄に至るまで物質の効率的な利用やリサイクルを進めることにより、資源の

消費が抑制され、環境への負荷が少ない「循環型社会」形成への取組が進められてい

るところである。 

循環型社会の実現には、廃棄物の発生抑制（Reduce）、再使用（Reuse）、再生利用

（Recycle）の３Ｒの推進とともに、廃棄物の適正処理の確保が重要であり、その確保

を妨げる不法投棄問題は、早急に解決を図らなければならない課題である。 

不法投棄対策については、これまで廃棄物処理法の規制強化とともに、環境省を中

心に、都道府県等と連携しつつ「不法投棄撲滅アクションプラン」（環境省：平成１

６年度）に基づく幅広い取組が進められてきた。また、市町村においては、住民等の

協力を得て、地域における監視活動や啓発事業が行われており、昨年には全国市長会

が主催した全国一斉の不法投棄監視の取組が実施されたところである。さらに、企業

においても、事業所周辺の清掃活動や自らの産業廃棄物の適正処理等を進めていると

ころである。 

今後は、このような各主体の連携を図りつつ、監視活動の強化などにより不法投棄

を発生させない環境づくりを一層進めることが重要である。このため、今般、「ごみ減

量・リサイクル推進週間」である ５月 30 日（ごみゼロの日)から ６月５日（環境の

日）をあわせて「全国ごみ不法投棄監視ウィーク」として設定し、市民、事業者、行

政が一体となって、監視や啓発活動等を一斉に実施するなど、ごみの不法投棄対策の

取組を強化することとする。 
 
 
３ 期 間     平成１９年５月３０日（水）～６月５日（火） 
 
 
４ 実施主体及び  環境省、関係府省等、都道府県、市町村、全国知事会、 

関係機関    全国市長会、全国町村会、企業、ＮＰＯ・ＮＧＯ等、 
３Ｒ活動推進フォーラム 

 



 
５ 取組内容 

 
上記３及びその周辺の期間（前後１週間程度）において、地域の実情に応じて、例えば

以下のような事業を展開する。 
 都道府県及び市町村は、自らの取組を推進するとともに、各主体の連携の促進に努める。  
 
（１）実践活動 
   ・自治体、地域住民、NPO 等による集中的な監視パトロール活動 

・一斉美化活動 
   ・リデュース・リユース・リサイクル活動 
 
（２）普及・啓発事業 

・ポスターやチラシ、広報誌、ホームページ等による普及・啓発 
・シンポジウム、セミナー、講演会 
・研修会、施設見学会、環境教育活動 
・パネル展示などのキャンペーン活動 

 
（３）その他これらに類する事業 
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岡崎市資料

航空画像を利用した不法投棄監視システム



1

航空写真を解析した

不法投棄等システム

1

不法投棄等 テ

不法投棄の発覚

ほとんどが通報通報
2

ほとんどが通報通報

3

システムの特長

•広域を対象に 個々の広域を対象に、個々の
変化を網羅

•場所を限定した監視

4

•時系列で監視



2

前年の航空写真 現年の航空写真

5

８００ｍ

６００ｍ

6

システムの有効性

・広域的、網羅的な監視

・解像度は２５ｃｍ

・二次利用で撮影代はゼロ

7

・年１回の撮影で次の撮影まで把握できず

対象項目

• 最終処分場
• 建物がなくなった
• 森林などが伐採された
• 重機がある
• １０㎡以上の土地造成

8

• 色の変化
• ２台以上の不自然な車



3

除外項目

• 乗用車がある
• 工場敷地内
• 車で入っていけない
• 農地
• 利用目的が明確

9

• 民家の庭の改変

全調査地点２，１６２カ所

不適正地点不適正地点

116
10

116カ所

11

ほとんどが小規模だが、

不法投棄の芽をつぶすことが不法投棄 芽を ぶす

できた

効率的なロ ラ 作戦で

12

効率的なローラー作戦で

全てチェックできた
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